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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　教員事務を中心とした校務に関する各種記録情報を管理及び出力する校務支援システム
であって、
前記各種記録情報の記録目的に対応して設定された各種用紙を選択的に出力可能とする用
紙出力要求手段と、
前記出力された用紙に記載された手書きの記録情報からベクトルデータ化された記録デー
タを取り込む受信手段と、
前記取り込んだ記録データをデジタルデータに変換する変換手段と、
前記デジタルデータから１以上の属性データを取得する取得手段と、
前記取得された属性データに属性の種別を示すタグデータを関連付けた検索用データを蓄
積する蓄積手段と、
閲覧目的に応じて、１以上のキーワードが指定された検索要求を受け付ける検索受付手段
と、
前記蓄積手段から、前記受け付けた検索要求のキーワードに照合する検索用データに基づ
いて前記閲覧目的に応じた出力データを生成する生成手段と、
前記出力データに基づいて出力情報を表示する表示手段と、を有することを特徴とする校
務支援システム。
【請求項２】
　前記変換手段は、デジタルデータに変換するために、前記ベクトルデータから成る記録
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データを光学的に読み取る文字認識手段を有し、前記タグデータは、前記文字認識手段に
よって認識されたデジタルデータから所定の条件に従って付与されることを特徴とする請
求項１記載の校務支援システム。
【請求項３】
　前記変換手段は、前記文字認識手段に代えて、又は、文字認識手段とともに、前記用紙
の所定の事項に対応して手書きで記載されたマークによる記録情報からベクトルデータ化
された記録データを光学的に読み取ってデジタルデータに変換するマーク認識手段を有し
、前記タグデータは、前記文字認識手段によって認識されたデジタルデータから所定の条
件に従って付与されることを特徴とする請求項２記載の校務支援システム。
【請求項４】
　前記各種記録情報は、少なくとも、教科名と、当該教科の授業が行われる日時と、当該
授業が行われる場所とから成る時間割情報を含み、当該時間割情報を時間割データとして
記憶する記憶手段を備えるとともに、前記受信手段は、前記記録データのほかに、前記記
録情報の記載時間データを取り込み可能とし、前記取得手段は、前記記載時間データに対
応する時間割データを前記記憶手段から読み出して属性データとして取得することを特徴
とする請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載の校務支援システム。
【請求項５】
　前記蓄積手段に蓄積される検索用データは、前記各種記録情報の種類に関わらず、単一
の記録テーブルによって構成されることを特徴とする請求項１から請求項４までのいずれ
か１項に記載の校務支援システム。
【請求項６】
　前記生成手段は、前記閲覧目的に応じた検索の対象を少なくとも、生徒個人、クラス内
グループ、クラス、学年の４つのセグメントに分けて、セグメントごとに、別個の表示デ
ータを生成することを特徴とする請求項１から請求項５までのいずれか１項に記載の校務
支援システム。
【請求項７】
　前記表示手段は、１の前記セグメントに対応した表示データによって表示された表示情
報から、特定の表示情報を指定することによって、他のセグメントで前記指定された表示
情報に関連する表示情報を表示することを特徴とする請求項６記載の校務支援システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、教員事務の電子化に基づく校務支援システムに関し、特に、校務において入
力された各種記録情報を管理及び出力するものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、教育現場における情報化の推進は、特に教科の領域において、電子機器の導入及
び通信環境の整備により大きな進展を遂げているが、教員事務、すなわち、教務関連事務
、学籍関連事務、保健関連事務等の校務の分野においては、前記教科の分野ほどの進展が
ない状況である。
【０００３】
　かかる校務の分野では、多種多様な情報が日々蓄積され、かつ、繰り返し閲覧されるが
、蓄積される情報は、所定の記録目的があり、一方で、教員が前記情報から得ようとする
閲覧目的は、前記記録目的と必ずしも一致しない。例えば、前記記録情報が、専ら生徒の
成績情報を記載することを目的とするのに対し、教員が、特定の生徒の成績とともに健康
状況の一覧を閲覧しようとする場合、前記成績情報のほか、別の記録目的によって記載さ
れた健康情報を閲覧しなければならない。したがって、前記閲覧目的に適った情報の提供
は、校務の分野における情報化の大きな課題になっている。
【０００４】
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かかる校務を支援する技術として、先に出願人は、複数の児童又は生徒の情報に、選択的
にフラグがオンされる第１情報と、児童又は生徒によって選択に設定される第２情報との
少なくとも一方が含まれ、特定の児童又は生徒が検索されて抽出された場合、画面生成部
は、前記第１情報又は第２情報を第１表示領域に表示し、前記検索された児童又は生徒の
その余の情報は、第２表示領域に表示し、表示変更指示がなされても、第１表示領域に表
示された前記第１情報又は第２情報は表示内容が変化しない機能を有する校務支援装置を
提案している（特許文献１参照）。
【０００５】
　この構成によれば、前記検索された児童又は生徒の情報画面が表示されている間は、常
に、第１表示領域で第１情報又は第２情報が表示されているため、閲覧対象の児童又は生
徒に特徴的な情報が見落とされることが抑制される。従って、かかる閲覧の要求に沿った
出力が可能になる。
【０００６】
　ところで、教員が校務において記録する情報は、依然として手書きによるものが多い。
これは、公文書の取扱上義務付けられているものもあるが、長年の慣習に依拠する場合も
多い。さらに、前記特許文献１に係る先行技術の通り、閲覧情報の電子化は圧倒的な利便
性があるものの、記録作業の場面では、キーボード、マウスなどの入力作業よりも、手書
きの方が即時性に優れている場合が多く、また、何よりも、手書きは、電子機器に比べる
と、条件、環境に左右されずに、いつでも、どこでも記録できるというメリットもある。
【０００７】
　そこで、従来、クラウドサーバが、電子ペンで生成した教育に関するデータにメタデー
タを関連付けるメタデータ関連付け手段と、前記メタデータが関連付けられた教育に関す
るデータを、前記メタデータに基づき検索可能に記憶する記憶手段と、を有し、ユーザが
指定したメタデータの条件を含むファイル要求情報をクラウドサーバに送信することで、
ユーザが指定したメタデータの条件に合致したファイルの一覧を表示した検索結果画面を
表示し、さらに当該一覧から任意に選択されたファイルを前記クラウドサーバからダウン
ロードして表示するデータ管理システムが提案されていた。（特許文献２参照）。
【０００８】
　この構成によれば、教育に関するデータの入力は電子ペンにより手書きで行うことがで
き、一方、入力された前記データは、メタデータによって検索ができるため、例えば、異
なる教育機関同士でもデータの共有が可能となるとともに、利便性が高まり、閲覧目的に
沿った閲覧が可能になると考えられる（特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特願２０１４－１９２５０８
【特許文献２】特開２０１４－２１１８３６公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、校務において、前記蓄積した多種多様な複数の情報を閲覧する場合、教師が閲
覧を所望する情報、すなわち、閲覧目的に対応した情報は、必ずしも、前記特許文献２に
係る先行技術でダウンロードできる情報、すなわち、クラウドサーバに登録されたファイ
ル全体とは限らない。ダウンロードしたファイル内の一部の情報が前記閲覧目的を満たす
ものであれば比較的閲覧作業の負荷は小さいが、前記閲覧目的で要求される情報が、複数
のファイルに分散されている場合、閲覧作業の負荷は大きく、円滑な校務の遂行に支障を
来すという不都合があった。
【００１１】
　一方、前記各種情報の記録時には、前記閲覧目的とは異なる記録目的があり、閲覧目的
に適合させるように記録しようとすると、例えば、複数の記録情報に重複した記載を要し
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、又は、転記を行わざるをえなくなり、却って校務の作業効率を低下させるという問題が
生じていた。
【００１２】
従って、各種情報は、従来通り、各種記録目的に沿って手書きで情報を入力できるように
することが、円滑な校務の遂行上望ましい。
【００１３】
　本発明は、前記課題を解消させるためのものであり、校務に関する情報の入力は、手書
きの利便性を維持しつつ各種記録目的に適う入力を行うことができ、情報の出力は、前記
入力された情報を各種閲覧目的に適合したデータとして再構築することが可能な校務支援
システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を達成させるために、本発明は、所定の記録目的に従って記載された校務に関
する手書き情報をデジタルデータ化し、デジタルデータ内に含まれる属性情報から付加デ
ータを抽出し、付加データとこれに対応するデジタルデータから再構築された検索用デー
タを蓄積し、閲覧目的に応じてキーワード検索をすると、付加データとの照合により、閲
覧目的に応じた検索用データを読み出し、読み出した検索用データに基づいて表示データ
を生成し、これを表示させる校務支援システムを提供することを最も主要な特徴とする。
【００１５】
　すなわち、教員事務を中心とした校務に関する各種記録情報を管理及び出力する校務支
援システムであって、
前記各種記録情報の記録目的に対応して設定された各種用紙を選択的に出力可能とする用
紙出力要求手段と、
前記出力された用紙に記載された手書きの記録情報からベクトルデータ化された記録デー
タを取り込む受信手段と、
前記取り込んだ記録データをデジタルデータに変換する変換手段と、
前記デジタルデータから１以上の属性データを取得する取得手段と、
前記取得された属性データに属性の種別を示すタグデータを関連付けた検索用データを蓄
積する蓄積手段と、
閲覧目的に応じて、１以上のキーワードが指定された検索要求を受け付ける検索受付手段
と、
前記蓄積手段から、前記受け付けた検索要求のキーワードに照合する検索用データに基づ
いて前記閲覧目的に応じた出力データを生成する生成手段と、
前記出力データに基づいて出力情報を表示する表示手段と、を有することを特徴とする。
【００１６】
　この構成によれば、手書きの記録情報に拘束されず、タグデータに関連付けられた属性
データに基づいて閲覧目的に応じた出力データを再構築して表示させることができる。
【００１７】
　前記変換手段は、例えば、いわゆるＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ ｃｈａｒａｃｔｅｒ ｒｅ
ｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）及び／又はＯＭＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ ｍａｒｋ ｒｅｃｏｇｎｉｔｉ
ｏｎ）を使用すればよい。すなわち、手書きで入力される情報は、文字はもとより、チェ
ックマークなどであってもよい。
【００１８】
前記各種記録情報は、少なくとも、教科名と、当該教科の授業が行われる日時と、当該授
業が行われる場所とから成る時間割情報を含み、当該時間割情報を時間割データとして記
憶する記憶手段を備えるとともに、前記受信手段は、前記記録データのほかに、前記記録
情報の記載時間データを取り込み可能とし、前記取得手段は、前記記載時間データに対応
する時間割データを前記記憶手段から読み出して属性データとして取得するようにしても
よい。
【００１９】
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前記蓄積手段に蓄積される検索用データは、前記各種記録情報の種類に関わらず、単一の
記録テーブルによって構成される。
【００２０】
前記生成手段は、前記閲覧目的に応じた検索の対象を少なくとも、生徒個人、クラス内グ
ループ、クラス、学年の４つのセグメントに分けて、セグメントごとに、別個の表示デー
タを生成するようにしてもよい。また、前記表示手段は、１の前記セグメントに対応した
表示データによって表示された表示情報から、特定の表示情報を指定することによって、
他のセグメントで前記指定された表示情報に関連する表示情報を表示するようにしてもよ
い。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明にかかる校務支援システムは、校務に関する情報の入力時には、手書きの利便性
を維持しつつ各種記録目的に適う入力を行うことができ、情報の出力時には、前記入力さ
れた情報を各種閲覧目的に適合したデータとして再構築することができるという効果を奏
する。
【００２２】
　また、前記手書き情報は、閲覧時には、所望の出力情報に再構築することができるため
、校務の作業負荷を軽減することはもとより、かかる作業負荷の軽減によって、生徒と接
する教育活動の本分に時間を割くことができ、教育の質的改善に資するという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明に係る校務支援システムのハードウェア構成図である。
【図２】図２は、本発明に係る校務支援システムのブロック構成図である。
【図３】図３は、用紙出力要求のユーザインターフェースの例を示した図であり、（ａ）
は、出力要求前の画面表示例であり、（ｂ）は、実際に用紙の種類を指定するところを示
した画面表示例である。
【図４】図４は、座席表の記載用紙フォームの例を示した図である。
【図５】図５は、グループ活動記録の記載用紙フォームの例を示した図である。
【図６】図６は、検索用データ生成の処理工程を示したフロー図である。
【図７】図７は、検索用データに関するデータテーブルの例を示した図であり、（ａ）は
、用紙マスタデータテーブルの例及び時間割マスタデータテーブルの例であり、（ｂ）は
、生成された検索用データテーブルの例である。
【図８】図８は、閲覧用表示画面のうち、クラス記録表示画面を示した図である。
【図９】図９は、閲覧用表示画面のうち、学習活動記録表示画面を示した図である。
【図１０】図１０は、閲覧用表示画面のうち、生徒個人に対する気づきの記録表示画面を
示した図である。
【図１１】図１１は、閲覧用表示画面のうち、クラス又は年度単位の成績比較表示画面を
示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照しつつ、本発明による校務支援システムの好適な実施形態について説
明する。
【００２５】
　図１は、本発明にかかる校務支援システムのハードウェア構成の例を示した図である。
１は、教員が個々に利用するタブレット端末である。タブレット端末１は、少なくとも、
ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）及びメモリを有する。ＣＰ
Ｕは、前記教員が後述する各種入出力の処理を制御する。メモリは、ＣＰＵが実行する制
御プログラムを格納し、前記ＣＰＵによる制御プログラムの作業領域を提供する。また、
タブレット端末１は、各種出力データを表示させるディスプレイを有するとともに、表示
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された出力データに対して、前記ディスプレイ上で入力操作を可能とするタッチパネルコ
ントローラを備える。さらに、後述する他の機器と通信自在にネットワーク接続を可能と
する無線通信ユニットを有する。
【００２６】
　タブレット端末１は、前記無線通信ユニットを介して再構築データ管理装置２とネット
ワーク接続する。再構築データ管理装置２は、後述する諸機能を発揮させるための専用装
置であってもよいが、好適には、主に、中央処理装置（ＣＰＵ）、メインメモリ、磁気デ
ィスク、その他周辺機器から構成されるパーソナルコンピュータであればよい。ＣＰＵは
、主として後述する再構築データ管理装置２の各構成要素の動作を制御する。メインメモ
リは、ＣＰＵが実行する制御プログラムを格納し、ＣＰＵによるプログラム実行時の作業
領域を提供する。磁気ディスクは、オペレーティングシステム、周辺機器のデバイスドラ
イブ、本発明にかかる各種処理を行うプログラムを含む各種アプリケーションを格納する
。本実施の形態では、専ら本発明の機能の説明に必要となる機能のみを記載し、汎用的に
機能する前記諸機能等の説明は省略する。
【００２７】
　また、タブレット端末１は、前記無線通信ユニットを介して用紙データ管理装置３及び
時間割データ管理装置４とネットワーク接続する。用紙データ管理装置３及び時間割デー
タ管理装置４も、基本的なハードウェア構成は、再構築データ管理装置２と同じである。
【００２８】
　さらに、タブレット端末１は、前記無線通信ユニットを介してプリンタＰともネットワ
ーク接続する。プリンタＰは、タブレット端末１の指示により、用紙を搬送し、搬送され
た用紙にインク滴又はトナーなどによって所定の文字、画像を印刷する。プリンタＰは、
少なくとも、前記用紙の給排送機構を備える。
【００２９】
　本発明において、タブレット端末１が、プリンタＰに印刷を指示するのは、予めドット
パターンＣが設定されている専用の用紙Ｆである。ドットパターンＣは、用紙Ｆ上の位置
を座標値として示すものであり、これにデジタルペンＥで文字等を記載することにより、
手書きの文字等がデータ化される。デジタルペンＥは、予めドットパターンＣが設定され
ている用紙Ｆ上で、通常のペン同様に、文字等が記載可能なペン先と、ペン先で用紙Ｆ上
に記載された文字等をドットパターンＣとともに撮影する小型の内蔵カメラと、ペン先に
筆圧がかかった時に、前記内蔵カメラを作動させるセンサと、内蔵カメラで撮影された前
記手書きの文字等の情報をドットパターンＣから座標値として計算しベクトルデータ化す
るプロセッサと、ベクトルデータ化された手書き情報を一時保存するメモリと、メモリか
ら、タブレット端末１に前記ベクトルデータを転送する通信プロセッサと、前記各機能を
作動させる駆動源としてのバッテリと、を有する。ベクトルデータの転送は、クレードル
を介在させたもの、デジタルペンＥから直接転送できるもののいずれであってもよい。
【００３０】
　前記ネットワーク接続のうち、タブレット端末１と再構築データ管理装置２、用紙デー
タ管理装置３及び時間割データ管理装置４とは、例えば、ＬＡＮ、ＷＡＮ、インターネッ
ト又はイントラネットによって接続すればよく、タブレット端末１とデジタルペンＥとは
、短距離無線通信などで接続するものであればよい。
【００３１】
　なお、図１では、タブレット端末１、再構築データ管理装置２、用紙データ管理装置３
及び時間割データ管理装置４が各々分散処理する構成を例示したが、本発明にかかる校務
支援システムは、この構成に限定されない。タブレット端末１、再構築データ管理装置２
、用紙データ管理装置３及び時間割データ管理装置４をすべて、又は、これらの一部を統
合して単一のデータ管理装置として構成させてもよい。なお、本実施の形態では、以下、
図１の構成を前提として説明する。
【００３２】
　図２は、本発明にかかる校務支援システムのブロック構成図である。タブレット端末１



(7) JP 6603573 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

は、プリンタＰの印刷部Ｐ１に所定の記載フォームを有する用紙Ｆの印刷指示を出す用紙
出力要求部１３を有する。具体的なユーザインターフェースの例は、図３（ａ）で示す通
りであり、クラスを指定するプルダウンメニュー１３ａと用紙Ｆの種類を指定するプルダ
ウンメニュー１３ｂが表示されている。図３（ｂ）では、クラスを指定するプルダウンメ
ニュー１３ａで、「３年１組」を指定し、用紙Ｆの種類を指定するプルダウンメニュー１
３ｂで、「グループワーク」を指定するところを示している。用紙Ｆの種類は、記録目的
によって、各々フォームが決まっており、記載する内容は、用紙Ｆの種類によって、個別
の事項と、複数の用紙Ｆに共通する事項がある。
【００３３】
　例えば、図４で示す座席表フォームＦ１は、予め印字されている事項としてクラス記載
欄Ｆ１１、日付記載欄Ｆ１２、時限記載欄Ｆ１３、教科名記載欄Ｆ１４、生徒名記載欄Ｆ
１５、授業コメント欄Ｆ１６がある。これらの記載欄は、前記の通り、予めドットパター
ンＣの座標値によって位置が特定されている。一方、デジタルペンＥによって、記載され
る事項は、日付記載欄Ｆ１２の記載日、時限記載欄Ｆ１３のチェックボックスのチェック
、教科名記載欄Ｆ１４のチェックボックスのチェック、生徒名記載欄Ｆ１５の生徒別のメ
モ（例えば、当該教科の出欠、理解度、学習態度など）、授業コメント欄Ｆ１６の全体講
評などである。
【００３４】
　別の用紙Ｆの例としては、図５のグループ活動記録フォームＦ２で示す通り、予め印字
されている事項としてクラス記載欄Ｆ２１、日付記載欄Ｆ２２、時限記載欄Ｆ２３、教科
名記載欄Ｆ２４、課題名記載欄Ｆ２５、グループ名およびグループ構成員氏名記載欄Ｆ２
６、各グループの活動時の記録欄Ｆ２７、各グループの発表時の記録欄Ｆ２８がある。図
４同様、これらの記載欄は、前記の通り、予めドットパターンＣの座標値によって位置が
特定されている。一方、デジタルペンＥによって、記載される事項は、日付記載欄Ｆ２２
の記載日、時限記載欄Ｆ２３のチェックボックスのチェック、教科名記載欄Ｆ２４のチェ
ックボックスのチェック、課題名記載欄Ｆ２５の課題名、各グループの活動時の記録欄Ｆ
２７及び各グループの発表時の記録欄Ｆ２８のメモである。
【００３５】
　従って、図４で示す座席表フォームＦ１と図５のグループ活動記録フォームＦ２とでは
、例えば、日付記載欄Ｆ１２及び日付記載欄Ｆ２２と、時限記載欄Ｆ１３及び期限記載欄
Ｆ２３と、教科名記載欄Ｆ１４と教科名記載欄Ｆ２４とが、共通でも、生徒個人に関する
評価は、座席表フォームＦ１の生徒名記載欄Ｆ１５の生徒別のメモに記載し、グループ単
位の評価は、グループ活動記録フォームＦ２の各グループの活動時の記録欄Ｆ２７及び各
グループの発表時の記録欄Ｆ２８に記載されることになる。また、座席表フォームＦ１と
グループ活動記録フォームＦ２の前記記載事項は、それぞれ別個の属性情報になる。
【００３６】
　このように、記録目的に合わせて、予め用意されている各種用紙Ｆを必要に応じて用紙
出力要求部１３から指示し、印刷部Ｐ１に印刷すればよい。なお、各種用紙Ｆのフォーム
は、タブレット端末１に登録し、タブレット端末１から直接印刷部Ｐ１に出力要求しても
よいが、用紙データ管理装置３に各種用紙Ｆのフォームを登録しておき、タブレット端末
１から、用紙データ管理装置３経由で印刷部Ｐ１に出力要求してもよい。
【００３７】
　図２に戻り、印刷部Ｐ１で印刷された用紙Ｆに、デジタルペンＥを使用して手書きの記
録情報を記載すると、タブレット端末１は、デジタルペンＥのベクトルデータ生成部Ｅ１
から、ベクトルデータ化された記録情報、すなわち、記録データをデジタルペンＥの前記
通信プロセッサを介して受信部１２で受信する。
【００３８】
　受信部１２で受信されたベクトルデータは、用紙データ管理装置３の変換部３１でデジ
タルデータに変換される。変換部３１は、前記ベクトルデータを光学的に読み取ってデジ
タルデータに変換する。ベクトルデータが、文字データの場合、ＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ
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 ｃｈａｒａｃｔｅｒ ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）を使用すればよい。また、前記ベクトル
データが、チェックマークの場合、ＯＭＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ ｍａｒｋ ｒｅｃｏｇｎｉｔ
ｉｏｎ）を使用すればよい。前記変換されたデジタルデータから、取得部３２で１以上の
属性データが取得される。
【００３９】
　時間割管理装置４では、あらかじめ、少なくとも、教科名と、当該教科の授業が行われ
る日時と、当該授業が行われる場所とから成る時間割情報を時間割データとして記憶する
記憶部４１を有する。受信部１２で、前記記録データの受信とともに、前記記録情報の記
載時間データを取り込むと、当該記載時間データに該当する時間割データを記憶部４１か
ら読み出す。時間割管理装置４の取得部４２は、読み出された時間割データから、時間割
データに関連する属性データを取得する。ただし、後述するように、記憶部４１からの読
み出しは、必要に応じて行われるものであり、不要な場合もある。
【００４０】
　用紙データ管理装置３及び時間割管理装置４の各取得部３２、４２で取得された属性デ
ータは、再構築管理装置２の蓄積部２１で、各属性の種別を示すタグデータと紐付けられ
、検索用データとして蓄積される。検索用データは、後述するように、受信部１２で取り
込んだ記録データから、前記取得された属性データにタグデータを対応付けて再構築され
た新たなデータである。
【００４１】
　再構築データ管理装置２は、タブレット端末１の検索要求部１４から、閲覧目的に応じ
た１以上のキーワードが指定（本発明で、「キーワードの指定」とは、直接入力するほか
、所定の選択による指定も含む。）されると、受付部２２で受け付けて、指定されたキー
ワードに照合する検索用データを蓄積部２１から読み出す。読み出された検索用データに
基づいて、生成部２３で表示用の出力データが生成される。生成された出力データは、タ
ブレット端末１の表示部１５で、前記検索要求に対する応答として表示させるために使用
される。
【００４２】
　以下図６を使って、検索用データ生成処理工程を説明する。所定の用紙Ｆにデジタルペ
ンＥを使って手書き情報を記載した後、タブレット端末１の受信部１２でベクトルデータ
を受信すると（Ｓ１）、前記所定の用紙Ｆの各記載欄の座標値が特定される（Ｓ２）。座
標値のデータは、用紙データ管理装置３で用紙Ｆごとに予め保有しておき、用紙Ｆに付与
するＩＤ番号を照合することにより、読み出すようにすればよい。例えば、図７（ａ）の
用紙マスタテーブルＭ１は、レコードデータを抽出して、後述する再構築データを紐付け
るために、各テーブル共通のＩＤを付すＩＤフィールド、用紙Ｆの種類を特定する用紙Ｉ
Ｄフィールド、座席表を特定する座席表ＩＤフィールド、クラスを特定するクラスＩＤフ
ィールドから構成されている。
【００４３】
　座標値によって特定された各記載欄について、文字を記載する領域かどうかを判断する
（Ｓ３）。文字を記載する領域である場合（Ｓ３のＹ）、用紙データ管理装置２によって
当該記載欄のベクトルデータをデジタルデータ化し（Ｓ４）、デジタルデータ化された文
字情報の読み取り処理を行う（Ｓ５）。これらの処理は、前記した通り、ＯＣＲによって
行えばよい。
【００４４】
　一方、文字を記載する領域でない場合（Ｓ３のＮ）、デジタルデータ化した後（Ｓ６）
、マークの読み取りを行う（Ｓ７）。これらの処理は、前記した通り、ＯＭＲによって行
えばよい。
【００４５】
　Ｓ５及びＳ７の処理によって、各々読み取った内容から、取得部３２で当該記載欄の記
載事項について属性データを取得する（Ｓ８）。例えば、図４で説明した座席表フォーム
Ｆ１では、日付記載欄Ｆ１２、生徒名記載欄Ｆ１５、授業コメント欄Ｆ１６は、文字を記
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載する欄であるから、これらの記載欄の座標値では、文字を記載する領域として認識され
、同欄に記載された文字について前記ＯＣＲによる文字情報の読み取り処理が行われる。
一方、時限記載欄Ｆ１３、教科名記載欄Ｆ１４は、チェックボックスにチェックマークを
記載する欄であるから、これらの記載欄の座標値では、マークを記載する領域として認識
され、同欄に記載されたマークの有無についてＯＭＲによる文字情報の読み取り処理が行
われる。なお、前記文字情報の読み取り処理では、記載内容によって、属性が異なる場合
がある。例えば、授業に出席した生徒については、授業態度、評価などに関する属性デー
タとして認識されるが、欠席した生徒については、出欠に関する属性データとして認識さ
れる。マークを記載する領域の場合は、チェックボックスに隣接して、属性情報となる事
項が予め印刷されているが、文字を記載する領域については、記載されているテキストデ
ータからキーワードを読み取って、属性を特定するようにしてもよい。たとえは、用紙デ
ータ管理装置３の取得部３２で予め所定のキーワードと属性データとを対応させた辞書機
能を持たせ、読み取ったテキストデータから、前記辞書機能で合致するキーワードを探し
て属性データを特定してもよい。属性データを取得すると、当該属性データから後述する
検索の用に供するタグデータを付与する（Ｓ９）。
【００４６】
　次に、検索用データ生成に、時間割データを取り込む場合（Ｓ１０のＹ）、受信部１２
で記載時間データを取り込み（Ｓ１１）、当該記載時間データに該当する時間割データを
記憶部４１から読み出す（Ｓ１２）。読み出された時間割データから、属性データを取得
し（Ｓ１３）、取得した属性データから後述する検索の用に供するタグデータを付与する
（Ｓ１４）。例えば、図７（ａ）の時間割マスタテーブルＭ２は、レコードデータを抽出
して、後述する再構築データを紐付けるために、各テーブル共通のＩＤを付すＩＤフィー
ルド、クラスを特定するクラスＩＤフィールド、時限を示す時限フィールド、教科名を示
す教科フィールド、授業の場所を示す場所フィールド、当該授業の期間（時間）を示す期
間フィールドから構成されている。なお、時間割データを取り込まない場合（Ｓ１０のＮ
）、下記Ｓ１５の処理に進む。Ｓ１０で、時間割データの取り込みの要否は、例えば、用
紙マスタテーブルＭ１で、図４の座席表フォームＦ１、図５のグループ活動記録フォーム
Ｆ２に予め記載されている時間割に関する記載欄がない用紙Ｆについて、予め、所定のＩ
Ｄを付与して登録し（図示せず）、Ｓ１０で、かかる所定のＩＤの有無を判断すればよい
。さらに、用紙Ｆに時間割に関する記載欄があるものであっても、チェックボックスのチ
ェックの失念、間違い等が生じる場合がある一方、急遽時間割が変更される場合もあり、
当該変更に時間割データ管理装置４の変更が対応できていない場合もありうる。そこで、
Ｓ１乃至Ｓ９までの処理で読取の対象となった用紙Ｆの時間割に関するチェックと、時間
割データとの間で齟齬が生じている場合に、アラート（画面表示、音声によるもの、等）
を出力し、時間割データを優先させるかどうか、選択できるように処理し、時間割データ
の優先を選択した場合に、Ｓ１０のＹで進むようにしてもよい。
【００４７】
　Ｓ９及びＳ１４でタグデータが付与されると、再構築データ管理装置２の蓄積部２１で
、図７（ａ）で説明した各テーブルをＩＤフィールドで紐付けて単一のレコードとして統
合し、検索用データを生成し（Ｓ１５）、蓄積する（Ｓ１６）。
【００４８】
　図７（ｂ）は、統合した検索用データテーブルＴの例である。検索用データテーブルＴ
は、例えば、前記ＩＤフィールド、日時フィールド、クラスＩＤ、児童・生徒フィールド
、記録教員ＩＤフィールド、タグ種類フィールド、時限フィールド、教科フィールド、内
容フィールドから構成される。ここで、図７（ａ）で示した用紙マスタテーブルＭ１及び
時間割マスタテーブルＭ２（及び図示しない既存のテーブル）から、検索用データテーブ
ルＴの生成で新たに付加されたのがタグ種類フィールドである。例えば、第１レコードで
は、タグ種類フィールドは、「授業態度」というデータが付与されているが、これはＩＤ
００００１に紐付けられている各フィールドの属性データから、「授業態度」というタグ
が特定され付与されたものである。このように、タグ種類フィールドで付与されるタグは
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、当該フィールドの属性から一意に特定され、付与される。
【００４９】
　図７で示す通り、記録目的に沿って生成された記録データから、タグデータに関連付け
られた属性データに基づいて、閲覧目的に応じた出力データを再構築するための検索用デ
ータテーブルが生成される。なお、検索効率等の観点から、検索用データテーブルは、単
一のテーブルで構成するのが好ましい。
【００５０】
　以下、図８乃至図１１により、閲覧目的に応じて表示される出力情報の表示画面例を説
明する。
【００５１】
図８は、閲覧用表示画面のうち、クラス記録表示画面を示した図である。表示画面Ｄは、
４つのタブによって選択的に表示内容を変えることができる。「６年１組」と表示されて
いるタブＤ１は、閲覧者（通常担任教員であるが、適宜、ＩＤ及びパスワード等により、
認証を要求するようにして、担任教員以外の者が閲覧できるようにしてもよい。）が、担
当するクラスを示すもので、クラス全体の情報が表示される。なお、タブＤ１のほか、「
授業」と記載されているタブＤ２は、クラス全体及びグループに関する情報を表示し、「
成績」と記載されているタブＤ３は、クラス単位又は年度単位の成績等比較情報を表示し
、「気づき」と記載されているタブＤ４は、児童・生徒個人に関する情報を表示する。す
なわち、閲覧目的に応じた検索の対象を表示画面上で、予め、クラス、グループ、クラス
単位（学年全体）、生徒個人の４つのセグメントに分け、各々のタブＤ１乃至タブＤ４の
いずれかを選択して当該画面を表示させると、選択されたタブのセグメントに包含される
検索用データが母集団として特定されるようになっている。なお、タブＤ１乃至タブＤ４
の選択に関係なく、時間・スケジュール欄Ｄ５は、常時表示される。時間・スケジュール
欄Ｄ５は、例えば、閲覧当日の日時情報、同日の時間割情報、同日のイベント等スケジュ
ール情報等が表示される。
【００５２】
　タブＤ１は、重要な情報欄Ｄ１１と項目別情報欄Ｄ１２から構成されている。重要な情
報欄Ｄ１１は、クラス全体情報について、時系列に、情報が表示されるようになっている
。個々の情報は、生徒名、記入者名、情報内容の３つから構成されている。本実施の形態
では、重要な情報の表示方法を時系列表示としているが、時系列以外で所定の重要度を選
択できるようにしてもよい。
【００５３】
　項目別情報欄Ｄ１２は、タブＤ１の下層タブとして「すべて」「授業」「気づき・生活
」「学力・学習状況」を設定しているが、これに限定されない。なお、「すべて」とは、
他のタブ、すなわち、「授業」「気づき・生活」「学力・学習状況」で表示される情報を
時系列にすべて網羅表示するものである。なお、前記下層タブの「すべて」「授業」「気
づき・生活」「学力・学習状況」のそれぞれにおいて、いずれかの生徒名を指定すると、
後述するタブＤ４「児童・生徒個人に関する情報」の当該生徒に関する表示画面に移動す
るようにしてもよい。
【００５４】
　なお、タブＤ１で表示される情報は、時系列又は下層タブによって特定される情報であ
るため、閲覧者がキーワードを入力しなくても、閲覧目的に沿ったクラス全体情報を得る
ことができる。ただし、キーワードを入力する検索方式を採択してもよい。
【００５５】
　図９は、タブＤ２を選択した場合、すなわち、閲覧用表示画面のうち、学習活動記録表
示画面を示した図である。タブＤ２の表示画面は、時間割情報欄Ｄ２１、出欠情報欄Ｄ２
２、学習活動記録情報欄Ｄ２３から構成されている。時間割情報欄Ｄ２１では、縦軸を時
限、横軸を曜日とする時間割表が表示されており、両軸が交差して形成される桝目に教科
が表示されている。画面上で、いずれかの教科を選択すると、選択された桝目が反転表示
され、当該科目に関する学習活動記録が表示される。また、出欠情報欄Ｄ２２は、時間割
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情報欄Ｄ２１で選択された科目の授業を欠席又は早退した生徒の人数と氏名が表示される
。一方、学習活動記録欄Ｄ２３は、さらに、単元・使用教材欄、記載内容欄、記録内容欄
、座席表欄、グループ欄に細分化されている。本実施形態では、座席表欄の表示を選択し
た場合の例を示している。各座席に、児童・生徒の氏名とともに、理解度を示す識別表示
（例えば、色別など。なお、本図面では、ハッチングで表示）がなされ、さらに、各生徒
が自己評価を記載するコメント欄が設けられている。欠席者の場合、自己評価欄に「欠席
」の表示がなされる。なお、座席表のいずれかの生徒名を指定すると、後述するタブＤ４
「児童・生徒個人に関する情報」の当該生徒に関する表示画面に移動するようにしてもよ
い。
【００５６】
　図１０は、タブＤ３を選択した場合、すなわち、閲覧用表示画面のうち、クラス又は年
度単位の成績比較表示画面を示した図である。タブＤ３の表示画面は、検索条件入力欄Ｄ
３１、検索結果表示欄Ｄ３２から構成される。検索条件入力欄Ｄ３１は、さらに、年度、
学年、教科をプルダウンで選択する欄と、選択された教科の単元を選択する欄と、クラス
又は年度で比較対象を特定する欄とから構成される。検索結果表示欄Ｄ３２は、検索条件
入力欄Ｄ３１で選択された比較対象となるクラス又は年度のデータと比較した結果をグラ
フで表示する欄である。本実施の形態では、観点別評価を示すレーダチャートと、点数の
割合を示す棒グラフと、態度と点数の分布を示す散布図が表示されているがこれに限定す
る趣旨ではない。なお、タブＤ３を選択した場合は、前記の通り、統計データの算出が必
要になる。従って、再構築データ管理装置２は、生成部２３で、蓄積部２１から検索用デ
ータを読み出すとともに、検索用データに基づいて、統計データを算出する演算部を備え
る。
【００５７】
　図１１は、タブＤ４を選択した場合、すなわち、閲覧用表示画面のうち、生徒個人に対
する気づきの記録表示画面を示した図である。タブＤ４の表示画面は、生徒検索欄Ｄ４１
、生徒基本情報欄Ｄ４２、生徒成績欄Ｄ４３、その他生徒情報欄Ｄ４４から構成される。
生徒検索欄Ｄ４１で、検索を所望する生徒氏名を入力することにより、当該生徒に関する
情報が表示される。生徒基本情報欄Ｄ４２は、当該生徒の生年月日、学年、所属クラス、
学籍番号のほか、出欠情報、過去の担任の履歴情報等が閲覧できる。生徒成績情報欄Ｄ４
３では、学科成績のほか、健康情報、生活態度等の気づき情報が表示される。その他生徒
情報欄Ｄ４４は、下層タブとして、タブＤ１の項目別情報欄Ｄ１２と同じ「すべて」「授
業」「気づき・生活」「学力・学習状況」タブが設定されている。
【００５８】
　以上の通り、本願発明にかかる校務支援システムは、記録情報からは得られない、閲覧
目的に沿った切り口で、再構築された閲覧情報を容易に得ることができる。
【符号の説明】
【００５９】
　１　　タブレット端末
　２　　再構築データ管理装置
　３　　用紙データ管理装置
　４　　時間割データ管理装置
　１２　受信部
　１３　用紙出力要求部
　１４　検索要求部
　１５　表示部
　２１　蓄積部
　２２　受付部
　２３　生成部
　３１　変換部
　３２　取得部
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　４１　取得部
　４２　時間割データ記憶部
　Ｅ　　デジタルペン
　Ｆ　　用紙
　Ｐ　　プリンタ
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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